






































2 0 0 9年 9月 8日
学位申請者 奥田希世子
主査 会接直人 、3E/





























































































































































































































































































































































































































2 0 0 9年 9月 8日
学位申 詰者 奥田希世子
査主 玄 持 直 人
吉野峨 協審 査委員 副査
副査 すけ!呉ゐえ
(要旨)
提出された学位申請論文をあらかじめ下読みした上で、三名の審査委員が揃って、公
開の口頭試問を行った。
まず主査である吉海から、学位申請に至る全体的な経過を説明し、研究発表・活字論
文の本数など、申請に必要な条件をすべてクリアーしていることを確認した。
その上で、提出されたA4用紙 218枚(四百字詰原稿用紙650枚相当)の申請論
文「平安朝「童」の総合研究」について、厳正なる試問を行った。
最初に吉海主査は、論題になっている「童Jついて、論文ではどのように定義してい
るのか、また「童j を研究テーマに撰んだ理由ついて質問した。それに対-して申請者か
ら明確な使用意図が説明され、平安朝の「童」が物語の研究に極めて有効であることを
確認した。
次に四部構成になっている各章について、各委員の専門の立場から質問が行われた。
吉野副査からは語法に関する資料操作についての意見が寄せられた。寺川副査からは
タイトルや論の構成、さらには歴史学と文学の違いについての質問があった。共に奥田
論をより良いものにするものであった。
口頭試問は質疑応答など約 80分に亘って行われたが、各委員の質問に対する申請者
の受け答えはしっかりしており、自ずから学力や人物についても問題ないことを確認し
た。むしろ論文にはオリジナリティーがあり、「童Jの総合研究として高く評価できる
ものであった。その成果は今後さまざまに応用できる可能性がある。よって三名の審査
委員の見解は、学位授与に十分値する論文であるということで一致した。
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